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概要版 

倉敷市では、これからのまちづくりのために、 

空家等にどのように取り組むかをまとめた 

「倉敷市空家等対策計画」を 

令和４（２０2２）年度に改定しました。 

その計画の概要と、市民の皆様が 

「空家等に困ったら、どうしたらいいか」が 

分かる冊子として「概要版」を作成しました。 
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近年、高齢化や人口減少などを背景に

全国的に空き家が増え続けていますが、

国の統計調査によると、倉敷市内でも、 

平成３０年の空き家数は約２６，０００戸と

なっており、２０年間で約６，８００戸増え、

空き家率は約１２％となっています。 

特に、賃貸住宅や別荘を除いた「その他

の住宅（戸建）」である居住用住宅の空き家

は９，７００戸となっており、増え続けている

ことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

国の統計調査によると、「相続」による

空き家の取得が過半を占めており、今後、

団 塊 世 代 の「 相 続 」 が増 えることから、  

空き家の増加率の上昇が懸念されます。 

 

空き家には、適正に管理されているも

のもあれば、管理がされていない放置され

た状態の「空家等」があり、周辺の生活環

境に悪影響を及ぼしています。 

このような空家等が増えれば、安全・安心

な暮らしが脅かされます。 

 

 

 

空き家はこれからどうなるの︖  

空家等に関わる 
倉敷市の「いま」 
倉敷市の空き家の状況は︖  倉敷市内でも空き家が増えてきています。 

相続等により、これからさらに空き家
が増えていく可能性があります。 

◆空き家数及び空き家率（倉敷市） 
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◆空き家の取得経緯（全国） 

資料：令和元年空き家所有者実態調査（国土交通省） 

資料：平成３０年住宅・土地統計調査（総務省） 
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倉敷市では、将来空き家になる可能性

があるものも含めて、空き家の活用方法

や管理などについて、専門家と協力して、

相談会やセミナーを定期的に開催してい

ます。 

また、市役所には、空き家全般に関す

る相談のほか、危険な空家等や防犯等の

悩みに応じて、相談できる窓口が用意さ

れています。 

空き家が地域の魅力アップや地域の拠点づくり、観光拠点として、市民団体や事業者等

により活用されています。 

 

 

空き家についての悩み相談は︖  

空き家の活用は進んでいるの︖  

空き家について相談する窓口が 
あります。 

空き家を活用したまちづくりも 
行われています。 

倉敷市の空家等対策の基本方針

空家等に関わる倉敷市の「いま」をふまえて、空き家の立地条件や管理状況に応じ、 

多様な課題解決の視点から、まちづくりの一環として 

空家等対策に取り組みます。 

空き家相談会 

空き家（ビル）を活用したイベント 

「水島夕暮れガーデン」 

（水島家守舎 NAdia） 

古民家を活用した地域の拠点づくり 

（NPO 法人つくぼ片山家プロジェクト） 

空き家を活用した移住者向けお試し住宅 

（下
（一社）岡山県南部古民家再生協会）

津井シ―ビレッジプロジェクト、 
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空き家の増加が今後も予測される中では、空家等が暮らしに及ぼす影響について、

市民の皆様が関心を持ち、それぞれが空家等による問題を発生させないよう努めるこ

とが重要です。 

倉敷市では、将来空き家を所有することとなる可能性がある人を含め、所有者等に

対して、意識啓発や情報提供を行うとともに、相談体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族みんなで空家等にしない意識を高める・
悩みを受け止める 

対策テーマ １ 

空き家について関心を持つこと、 
予め意識して対応を考えて ことが重要です。 

特に、将来空き家を所有する可能性が高い世代の方々や空家

等になる可能性がある住宅を所有している一人暮らしのご高齢

の方など、市民の皆様が、「空き家をきちんと管理することは重

要」という意識を持てるように幅広く情報発信に取り組みます。 

相談窓口等を活用しましょう。 

「建築指導課」（電話４２６－３５０１）を代表窓口に、必要な窓口につなぐ相談体制がありま

す。空き家全般に関する相談などについては、代表窓口にお問い合わせください。 

相談会やセミナーをご活用ください。 

連携を結んでいる専門家団体と協力・連携した相談会の実施に加えて、市民の皆様の相

談内容に対応した各分野の専門家を派遣できる相談会を実施します。 

地域の体制づくりも重要です。 

身近な町内会・自治会等と民間事業者、市民団体、

NPO 等で、主体的にその地域の空き家の管理・活用等を

進める体制づくりも重要です。倉敷市では、地域と協力し

て取り組むことができる内容について検討していきます。 

令和６年度から相続登記の申請が義務化されます。 
令和６年４月から相続登記の申請が義務化されます。倉敷市は、将来的

な相続登記の申請義務化に伴った相続の未登記を解消するために、関係

機関と連携して啓発活動に取り組みます。 

法務局の 
HP はこちら 

地域の会議における 
空家等対策に関する説明 

おく
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空家等の発生を抑制・予防するためには、お住まいのときから適切に維持・管理して、

住宅等を健全に保つ必要があるため、リフォーム等に関する情報提供を行います。 

また、空き家になった場合に、市民の皆様が安心して利用できる空き家バンクの運

用や空き家の管理サービスの普及、改修補助金制度による支援を行い、空き家の利

活用を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕組み等も利用して空き家の活用をすすめましょう。 

倉敷市では、空き家を中古住宅と

して、市場に流通させるために、空き

家の情報提供・マッチングの仕組み

である「倉敷市空き家情報バンク」制

度を創設し、運用を開始しています。 

空き家の活用にお悩みの方はぜ

ひ一度ご相談ください。 

 

「住宅課」（電話４２６－３５３１） 

対策テーマ ２ 

空き家を所有した場合は、適切に管理しましょう。 

空き家の所有者は、建物を適切に管理する必要があります。民間事業者などが空き家の管理

サービスを提供しています。活用することで管理しやすくなりますので、必要に応じて利用してみ

ましょう。 

空き家管理サービスに関する相談窓口については裏表紙をご覧ください。 

空家等を適切に管理し、 
まちの資源として活用する 

各種制度等を活用して空家等にならないようにしましょう。 

「倉敷市立地適正化計画」を適正に推進していくため、居住誘導区域内の空き家の改修費

用への支援を行います。また、住宅等の耐震改修などについての支援制度、税金や保険な

ど、住宅等に関する各種制度を広くお知らせしていますので、必要に応じて活用しましょう。 

耐震改修について・・・・・「建築指導課」（電話４２６－３５０１） 

固定資産税について・・・「資産税課」（電話４２６－３１９５） 

その他、専門の相談窓口一覧は本冊子背表紙にまとめて掲載していますので、ご活用ください。 

 

空き家の 

登録募集 

登録申請 

下見会 

交渉 

・契約 

交渉 

・契約 

情報 

発信 

倉敷市 住宅課 

宅地建物取引業者 

情報提供 

(一社)岡山県不動産 

サポートセンター 

【岡山県空き家情報流通システム】 

住まいる岡山 
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今後、空家等がさらに増えてくると心配になるのが、危険な空家等です。 

空家法第３条には、「空家等の所有者又は管理者は、周辺の生活環境に悪影響を

及ぼさないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。」と定められています。 

そのため、空家等の適切な管理は、まずは所有者等が自らの責任により的確に対応

することが対策の前提となります。所有又は管理する空き家が危険な状態になっていな

いか、しっかり把握して、適切に対応しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対策テーマ ３ 

危険な空家等には 
まち全体の課題として取り組む 

危険な空家等に適切に対応していくため、 
情報提供をお願いします。 

倉敷市では、定期的に市内の安全パトロールを行い、危険な空家等の早期発見に努める

ほか、関係部署と協力連携し、危険な空家等の情報収集を行っています。危険な空家等を

見つけた場合は、倉敷市に情報提供のご協力をお願いします。 

危険な空家等については、所有者に対して適切な管理を促します。特に、倒壊のおそれが

あるものなどは、「特定空家等」に認定し、条例に基づき指導します。緊急の場合には、空き

家所有者の財産権に配慮しながら、緊急安全措置等を行う場合もあります。 

特定空家等は除却（取り壊す等）しましょう。 

特定空家等は所有者が除却（取り壊す等）することが重要です。倉敷市では、特定空家等

の除却の促進のために、補助金制度を設けて、所有者からの相談に対応しています。 

危険な空家等は、補助金制度を利用して、早めに除却（取り壊す等）しましょう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「建築指導課」（電話４２６－３５０１） 

※特定空家等とは・・・倒壊の恐れがあるなどの危険な空家等です。 

（空家法第２条第２項及び空家条例第２条第２号に基づきます） 

倉敷市空家等除却事業費補助金制度 

補助金額は 

除却費用の１／２ 

（補助限度額は５０万円） 

特定空家等の除却の促進にむけて創設 

※写真は国土交通
省事例集掲載の
他都市事例 
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空き家の相談にあたっては、法律、税、不動産、建築などの専門的な知識や情報が

必要な場合があるため、倉敷市が専門家、民間事業者等や市民団体、ＮＰＯ等と連携

し、所有者等意向や空き家の状況に応じたアドバイスができる体制を強化します。 

また、空き家の適切な管理、活用につながる地域の体制づくりの支援を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通テーマ 

空家等対策の推進には、地域の皆様のご協力が必要です。 

倉敷市では、地域と協力して、地域の情報を有効に活用し、地域とともに空家等対策に取

り組めるよう、働きかけを行います。 

地域団体・福祉関係団体への協力体制の働きかけを行います。 

自治会や地域コミュニティ組織などと協力体制を構築することで、情報提供や啓発活動を

効率的に行うことができるほか、空き家所有者の抱える悩みや地域の困りごとなどに応じた

相談会の実施などの展開が可能となります。 

また、社会福祉協議会などの福祉関係団体との連携または協力により、将来空き家となる

可能性が高い高齢世帯とその家族を対象に、啓発を行うことが可能となります。 

専門家との更なる連携や協働を目指します。 

専門家団体との連携を強化します。 

連携協定している各種専門家団体との連携を強化し、相談会の実施など、問題解決が円

滑に進むようサポート体制等の仕組みについて検討します。 

地域の空家等対策に取組むＮＰＯ等の

団体との協働に取り組みます。 

市民の皆様と行政の協働によるまちづく

りを推進し、地域課題の解決に向けた市民

主体の取組を新たに生み出すため、市民

公益活動をしようとする団体が提案する事

業の支援を行い、地域の空家等対策に取

組むＮＰＯ等の団体の設立やその団体が

行う事業を支援していきます。 

多様な主体とともに、 
空家等の課題を解決できる体制をつくる 



 

 

倉敷市内の空家等に関する相談窓口 （令和５年３月現在） 

 

 

 

相談内容 具体的なお困りごとや相談対応内容 相談窓口 連絡先 

全
般 

空き家に関すること全般 空き家に関する幅広い内容について 倉敷市建築指導課 ０８６-４２６-３５０１ 

管
理 

危険な空家等に関すること 
老朽化が著しい建物や建築材等の飛散の 

おそれがある空家等について 
倉敷市建築指導課 ０８６-４２６-３５０１ 

空家等の草木繁茂に関すること 
草木が著しく繁茂し、又は害虫が繁殖して 

害を及ぼすおそれのある空家等について 
倉敷市環境衛生課 ０８６-４２６-３３６１ 

空家等の火災不安に関すること 
火災を誘発するおそれのある空家等に

ついて 
倉敷市消防局予防課 ０８６-４２６-１１９４ 

空家等の防犯上の不安に関すること 
犯罪を誘発するおそれのある空家等に

 
倉敷市生活安全課 ０８６-４２６-３１１１ 

空き家管理サービス 空き家の管理をしたい 
(公社)倉敷市 

シルバー人材センター 
０８６-４２６-３３１８ 

活
用 

空き家の売買・賃貸に関すること 

（空き家管理サービス） 

空き家を売りたい・貸したい 

（空き家の管理をしたい） 

（公社）岡山県宅地建物 

取引業協会 
０８６-２２２-２１３１ 

（一社）岡山県不動産協会 ０８６-２３１-３２０８ 

お近くの不動産業者  

空き家活用に関すること 

空き家や空き地の資産価値を知りたい 
（公社）岡山県 

不動産鑑定士協会 
０８６-２３１-４７１１ 

空き家バンクについて 倉敷市住宅課 ０８６-４２６-３５３１ 

権
利
関
係 

空き家の相談・権利関係に関すること 
空き家の相続、処分、譲渡等に伴う権利関係

について相談したい 

岡山県司法書士会 

くらしき総合相談センター 
０８６-４３５-３５３３ 

岡山市弁護士会 

倉敷法律相談センター 
０８６-２３４-５８８８ 

お近くの弁護士・司法書士  

空き家の敷地境界に関すること 空き家の敷地、空き地の境界を調べたい 

岡山県土地家屋調査士会 ０８６-２２２-４６０６ 

お近くの土地家屋調査士  

処
分
・
解
体 

空き家の解体に関すること 空き家を解体・処分したい お近くの解体業者  

空き家の草木の管理に関すること 空き家の除草、木の剪定・伐採をしたい お近くの造園業者  

空き家の家財の整理に関すること 空き家にある家財を処分・整理したい お近くの家財整理業者  

税
金 

空き家の税金に関すること 

空き家の所有や相続等に関わる税金に

知りたい 

中国税理士会倉敷支部 ０８６-４２６-７２９０ 

中国税理士会 

税金相談センター 
０１２０-９２７-３７０ 

お近くの税理士  

固定資産税について知りたい 倉敷市資産税課 ０８６-４２６-３１９５ 

住
ま
い
改
善 

住まいのリフォームについて 

耐震診断をしたい 倉敷市建築指導課 ０８６-４２６-３５０１ 

リフォーム全般について相談したい 

（一社）岡山県建築士会 ０８６-２２３-６６７１ 

お近くのリフォーム業者・ 

工務店 
 

そ
の
他 

空き家の適正管理などについて 
空き家の適正価格、活用などについて 

相談したい 

岡山県住宅リフォーム 

推進協議会 
０８６-２２３-６６７１ 

※費用や相談可能時間など詳細については、各相談窓口にてご確認ください。 

 

空き家 に関 することで悩 んだら、困ったらこちらへ 

発行：倉敷市建設局建築部建築指導課 

住所：〒７１０－８５６５ 倉敷市西中新田６４０ 

電話：０８６－４２６－３５０１ 

令和５年３ 月発 行  

ついて 

ついて


